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一　
研
究
目
的
と
方
法

本
稿
は
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
書

（
注
１
）研

究
の

一
環
で
あ
る
。
仮
名
文
書
は
過
去
の
「
話
し
言
葉
」
の
研
究
資
料
と
し

て
期
待
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
資
料
性
の
解
明
が
十
分
で
な

い
た
め
に
日
本
語
史
資
料
と
し
て
存
分
に
活
用
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、〈
仮
名
文
書
の
資
料
性
―
「
話
し
言
葉
」
研
究
資
料
と
し
て

の
有
効
性
―
〉
の
解
明
を
目
的
と
し
て
、
仮
名
文
書
の
文
章
に
つ
い

て
考
察
を
行
う
。

仮
名
文
書
の
文
章
の
特
色
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
〈
文

書
に
お
け
る
仮
名
の
多
寡
に
よ
る
表
現
差
〉
な
ら
び
に
〈
定
型
的
文
章

に
お
け
る
表
現
差
〉
に
着
目
す
る
。

古
文
書
と
い
う
資
料
の
中
に
仮
名
文
書
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
す
る

と
き
、
そ
の
本
質
は
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

仮
名
文
書
を
〈
仮
名
主
体
文
書
〉〈
仮
名
半
分
文
書
〉〈
漢
字
主
体
文
書
〉

の
三
つ
に
分
類
し

（
注
２
）、

さ
ら
に
漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
〈
漢
字
専
用
文
書
〉

と
対
比
す
る
。
対
比
は
同
じ
伝
達
内
容
の
文
章
を
比
較
す
る
の
が
望
ま

し
い
た
め
、
古
文
書
に
使
用
さ
れ
る
定
型
的
表
現
に
着
目
し
て
検
討
す

る
。古

文
書
の
定
型
的
表
現
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
鎌
倉

時
代
の
譲
状
に
お
い
て
譲
与
文
言
を
記
載
す
る
際
の
表
現
を
取
り
上
る

（
注
３
）。

譲
状
に
着
眼
す
る
の
は
、
仮
名
文
書
が
比
較
的
多
く
残
っ
て
お
り
、
作

成
者
の
地
域
や
身
分
に
広
が
り
を
有
し
、
語
彙
・
文
法
・
音
韻
面
に
わ

た
り
口
頭
語
的
要
素
が
指
摘
で
き
る
こ
と
に
よ
る

（
注
４
）。

辛

島

美

絵

仮
名
文
書
の
資
料
性

―
譲
状
の
定
型
的
表
現
か
ら
―
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二　
考
察
の
対
象

譲
状
は
、
譲
与
文
言
を
記
載
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。
そ
の
記
載

に
は
、
譲
与
対
象
物
の
由
緒
（
自
分
が
正
当
に
所
有
し
た
も
の
で
あ
る

等
）
を
記
し
た
あ
と
、
接
続
詞
や
接
続
助
詞
等
を
使
用
し
て
、
譲
与
文

言
に
繋
ぐ
と
い
う
定
型
的
な
文
章
の
型
が
あ
る
。

次
の
①
は
典
型
的
な
例
だ
が
、（
Ａ
）
の
部
分
が
譲
与
対
象
物
の
由
緒

を
述
べ
る
文
で
、（
Ｂ
）
が
譲
与
文
言
の
文
で
あ
り
、
接
続
詞
「
而
」
が

（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
を
繋
い
で
い
る
。

①
譲
渡　

田
地
壱
処
事

合
弐
段
半
者

在
左
京
九
条
左
京
職
内

号
石
田

右
、（
Ａ
）
田
地
者
、
西
念
先
祖
相
伝
之
間
、
管
領
無
相
違
。【
而
】

（
Ｂ
）
橘
次
兵
衛
尉
光
貞
仁
所
譲
与
也
。
但
於
本
証
文
者
、
依
有
類
地
、

不
及
付
渡
也
。
全
不
可
有
他
人
妨
。
仍
為
後
日
、
譲
状
如
件
。

　
　
　
　
　

安
貞
二
年
戊
子
十
月
十
七
日�

西
念
（
花
押
）

〈�

安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
一
〇
月
一
七
日　

西
念
田
地
譲
状　

東
寺

百
合
文
書
ミ　
『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
六
巻
三
七
八
五
号
一
〇

四
頁　
「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB （
注
５
）」〉

鎌
倉
時
代
の
古
文
書
の
文
例
集
で
あ
る
『
雑
筆
要
集
』
に
は
譲
状
が

二
通
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
次
の
②
③
）、
そ
こ
に
も
同
様
の
表
現
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
規
範
的
な
表
現
の
型
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。

②
讓
與　

私
領
田
畠
山
林
等
事

合
壹
所
者

在
厶
國
厶
郡
厶
庄
。
但
田
代
荒
熟
員
數
幷
阡
陌
四
至
等
見
于
本
券
也
。

�（
Ａ
）
右
件
所
知
者
厶
譜
代
之
私
領
也
。【
而
】（
Ｂ
）
今
依
有
父
子
之

約
束
、
相
副
本
券
、
所
讓
與
厶
人
實
也
。
依
爲
後
日
沙
汰
、
讓
文
之

状
如
件
。

年
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姓
―
判

③
讓
與　

處
分
田
地
資
財
房
舎
等
事

合田
十
町
。
在
厶
庄
内
厶
圖
厶
里
坪
字
厶
田
。

房
舎
一
宇
五
間

四
面
。
在
佛
具
厶
物
水
瓶
疊
壺
釜
瓶
等
。

�（
Ａ
）
右
件
田
地
資
財
房
舎
等
者
、
先
師
相
承
處
分
也
。【
而
】（
Ｂ
）

依
有
殊
奉
仕
之
志
、
可
讓
與
于
同
行
僧
厶
之
實
也
。
依
爲
後
日
沙
汰
、

讓
與
之
状
如
件
。

年
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
―
判

�
〈『
続
群
書
類
従
』
第
一
一
輯
下 

公
事
部 

巻
三
〇
七
、
八
二
三
頁
〉

（
Ａ
）
の
由
緒
記
載
部
分
は
、
①
～
③
に
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
文
で
は

な
く
、
独
立
し
た
文
を
複
数
連
ね
て
記
述
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
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三　
当
該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
と
使
用
し
な
い
文
書

調
査
対
象
文
書
の
う
ち
、
当
該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
は
九
七
二
通

で
、
使
用
し
な
い
文
書
は
八
三
四
通
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
半
数
以
上

の
譲
状
が
譲
与
文
言
を
記
載
す
る
際
に
当
該
定
型
を
用
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
用
例
一
覧
は
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ｂ
）（
二
〇
二
〇
ａ
）

（
二
〇
二
〇
ｂ
）
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い

（
注
８
）。

こ
れ
を
文
書
の
仮
名
の
多
寡
で
整
理
す
る
と
〈
表
１
〉
の
よ
う
に
な

る
。
使
用
率
を
み
る
と
〈
仮
名
主
体
文
書
〉
で
は
四
〇
％
、〈
仮
名
半
分

文
書
〉
で
は
五
一
％
、〈
漢
字
主
体
文
書
〉・〈
漢
字
専
用
文
書
〉
で
は
六

〇
％
以
上
の
ご
と
く
、
漢
字
が
多
い
文
書
で
数
値
が
上
が
る
。
と
は
い

え
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉
で
も
四
〇
％
の
文
書
が
こ
の
型
の
表
現
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
譲
状
一
般
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
表
現

型
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

次
に
、
当
該
定
型
を
使
用
し
な
い
文
書
で
あ
る
が
、
内
容
上
の
理
由

か
ら
用
い
な
い
文
書
と
、
同
じ
内
容
を
別
の
文
章
で
表
現
す
る
文
書
と

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
は
前
者
で
あ
る
。

次
の
④
⑤
は
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
で
前
者
の
例
だ
が
、
④
は
、
所
有

に
つ
い
て
複
雑
な
経
緯
が
あ
る
た
め
に
、（
Ａ
）
の
所
有
の
正
当
性
を
記

す
由
緒
の
部
分
と
（
Ｂ
）
の
譲
与
文
言
の
文
と
が
離
れ
、
両
者
の
間
の

（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
を
接
続
す
る
表
現
に
は
「
而
」
の
ほ
か
に
、「
仍
」
や

「
然
間
」
な
ど
種
々
の
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
、
接
続
助
詞
「
を
」「
ば
」

や
、
接
続
助
詞
的
な
「
～
間
」「
～
に
よ
て
」「
～
上
は
」「
～
に
つ
い

て
」、
あ
る
い
は
「
今
」「
今
に
お
い
て
は
」
な
ど
の
接
続
詞
的
な
副
詞

や
連
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「（
Ａ
）
由
緒
記
載
部
分
＋
接
続
表
現
＋

（
Ｂ
）
譲
与
文
言
の
文
」
の
表
現
の
型
を
調
査
対
象
の
定
型
的
表
現
と
し

て
取
り
上
げ
る
（
以
下
、「
当
該
定
型
」
と
称
す

（
注
６
））。

調
査
に
は
『
鎌
倉

遺
文　

古
文
書
編
』『CD

-RO
M

版　

鎌
倉
遺
文
』
を
利
用
し
、
文
書

名
が
譲
状
と
あ
る
古
文
書
す
べ
て
を
対
象
と
し
た

（
注
７
）。

調
査
対
象
文
書
数

の
合
計
は
一
八
〇
六
通
で
あ
る
。

以
下
、「
三
」「
四
」
に
お
い
て
、
文
書
の
仮
名
の
多
寡
ご
と
に
〈
当

該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
の
数
〉〈
当
該
定
型
を
使
用
し
な
い
文
書
の
表

現
〉〈
当
該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
の
接
続
表
現
の
種
類
〉
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
五
」
で
は
、
当
該
定
型
の
う
ち
接
続

表
現
に
「
し
か
る
を
類
」
を
使
用
す
る
も
の
を
最
も
通
用
し
た
型
と
認

定
し
、
こ
の
型
の
文
章
に
見
ら
れ
る
仮
名
文
書
と
〈
漢
字
専
用
文
書
〉

の
表
現
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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意
味
的
関
係
が
接
続
表
現
に
よ
っ
て

示
さ
れ
な
い
事
例
で
あ
る
。「
処
」

は
、（
Ａ
）
と
（
Ｘ
）
を
繋
ぎ
、「
而
」

は
（
Ｙ
）
と
（
Ｂ
）
を
繋
い
で
い
る
。

⑤
は
譲
渡
対
象
物
の
由
緒
を
記
さ
な

い
た
め
に
（
Ａ
）
の
部
分
が
無
い
も

の
で
あ
る
。
譲
状
で
は
由
緒
の
明
示

は
必
須
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
内
容

が
不
要
で
あ
れ
ば
記
さ
れ
な
い
。

④
譲
渡
進　

相
伝
私
領
田
壱
段
事

　

�

在
山
城
国
紀
郡
内
真
播
木
里
拾

玖
坪
北
縄
本

�

右
、（
Ａ
）
件
田
者
、
自
富
永
手
、

直
銭
拾
玖
貫
伍
佰
文
、
限
永
代
令

買
取
之
畢
。
而
令
進
于
出
羽
入
道

殿
処
、
此
田
依
為
最
小
事
、
被
仰

無
用
望
之
由
間
、
為
成
蓮
所
領
、

令
領
知
之
処
、（
Ｘ
）
不
慮
外
本
証

文
引
失
畢
。
然
則
（
Ｙ
）
本
証
文

案
四
通
在
之
。
委
細
状
□
見
案
文
。

而
（
Ｂ
）
相
具
手
継
証
文
案
四
通
、

�

譲
進
于
伊
預
阿
闍
梨
御
房
畢
。
有
限
所
当
見
本
証
文
案
、
敢
致
子
々

孫
々
、
不
可
有
他
之
妨
。
仍
□
向
後
証
験
、
以
契
状
所
譲
進
如
件
。

仁
治
四
年
正
月　

日　
　
　
　
　

沙
弥
成
蓮
（
花
押
）

〈�

仁
治
四
（
一
二
四
三
）
年
正
月　

日　

沙
弥
成
蓮
田
地
譲
状　

九
条

家
文
書　

八
巻
六
一
五
三
号
四
〇
九
頁　

写
真
〉

⑤
譲
与　

下
野
国
中
泉
西
荒
居
内
冨
吉
東
西
郷
地
頭
職
事

�

右
、（
Ｂ
）
譲
渡
家
貞
事
実
也
。
敢
無
他
妨
、
任
先
例
、
可
令
領
知
之

状
如
件
。

嘉
元
二
年
六
月
八
日　
　
　
　
　

平
家
政
（
花
押
影
）

〈�

嘉
元
二
（
一
三
〇
四
）
年
六
月
八
日　

平
家
政
譲
状
案　

出
羽
中
条

家
文
書　

二
八
巻
二
一
八
五
〇
号
三
四
七
頁　
「
山
形
大
学
附
属
図

書
館　

中
条
家
文
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」〉

一
方
、
次
の
⑥
は
〈
仮
名
主
体
文
書
〉
で
後
者
、
つ
ま
り
同
じ
内
容

を
当
該
定
型
と
は
別
の
文
章
で
表
現
す
る
例
で
あ
る
。
後
者
は
少
数
だ

が
、
そ
の
中
で
は
⑥
の
よ
う
に
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
を
繋
ぐ
接
続
表
現
を

使
用
せ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
の
文
と
し
て
連
ね
る
も
の
が
多
い
。

⑥
で
は
、
相
続
で
使
用
さ
れ
る
「
相
伝
」
を
使
わ
ず
「
ゆ
つ
ら
れ
て
」

「
も
ち
て
」
を
用
い
る
な
ど
、
語
彙
で
も
通
常
の
当
該
定
型
と
は
異
な
る

点
も
指
摘
で
き
る
。

⑥
ゆ
つ
り
わ
た
す
六
か
く
ま
ち
み
な
ミ
す
み
の
地
の
事

合　
く
ち
三
ち
や
う
八
し
や
く　

お
く
ゑ
五
ち
や
う
四
し
や
く

＜表１＞

文書の分類 仮名主体
文書

仮名半分
文書

漢字主体
文書

漢字専用
文書 合計

当該定型を使用
する文書数

253 60 227 432 972
40% 51% 66% 61% 54%

当該定型を使用
しない文書数

380 58 116 280 834
60% 49% 34% 39% 46%

文書数の合計
633 118 343 712 1806

100% 100% 100% 100% 100%
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�（
Ａ
）
右
の
地
ハ
、
め
う
ほ
う
よ
り
ゆ
つ
ら
れ
て
、
と
し
ひ
さ
し
く
も

ち
て
候
。（
Ｂ
）
ほ
ん
け
ん
あ
い
そ
ゑ
て
、
な
か
く
ひ
め
こ
せ
ん
に
、

ゆ
つ
り
わ
た
す
と
こ
ろ
な
り
。
ゆ
め
〳
〵
た
の
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か

ら
す
。
よ
て
ゆ
つ
り
ふ
ミ
、
く
た
ん
の
こ
と
し
。

け
ん
ち
や
う
三
ね
ん
八
月
三
日　

め
う
あ
ミ
（
花
押
）

〈�

建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
八
月
三
日　

め
う
あ
み
家
地
譲
状　

山
城

八
坂
神
社
文
書　

一
〇
巻
七
三
三
三
号
二
四
七
頁　

写
真
〉

四　
接
続
表
現
の
種
類

当
該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
九
七
二
通
に
つ
い
て
、
そ
の
接
続
表
現

を
文
書
の
仮
名
の
多
寡
ご
と
に
分
類
し
て
示
し
た
の
が
〈
表
２
〉
で
あ

る
。「
接
続
表
現
の
語
形
」
欄
に
は
、
仮
名
表
記
・
漢
字
表
記
か
ら
推
定

さ
れ
る
語
形
を
挙
げ
た

（
注
９
）が

、
一
つ
に
特
定
す
る
の
が
困
難
な
漢
字
表
記

が
あ
る
場
合
は
、「
し
か
る
を
・
し
か
る
に
・
し
か
れ
ば
・
し
か
れ
ど

も
」
欄
の
よ
う
に
ま
と
め
て
示
し
た
。「
漢
字
表
記
例
」
欄
に
は
該
当
す

る
漢
字
表
記
の
用
例
を
挙
げ
た
。

正
確
に
は
原
本
の
調
査
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、〈
表
２
〉
か
ら

は
、
最
上
段
の
「
し
か
る
を
・
し
か
る
に
・
し
か
れ
ば
・
し
か
れ
ど
も
」

の
例
（
表
記
の
内
訳
は
〈
表
３
〉
参
照（

（注

（
注

。
以
下
、「
し
か
る
を
類
」
と
称

す
。）
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。「
し
か
る
を
類
」
は
、
文
書
の

仮
名
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
多
用
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
半
数
以
上
（
五

五
三
通
、
九
七
二
通
中
の
五
七
％
）
を
占
め
る
。「
し
か
る
を
類
」
を
用

い
る
譲
状
は
全
国
の
広
い
範
囲
に
伝
来
し
て（

（注

（
注

お
り
、
前
掲
②
③
の
『
雑

筆
要
集
』
で
は
い
ず
れ
も
「
而
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

接
続
表
現
に
「
し
か
る
を
類
」
を
使
用
す
る
当
該
定
型
は
、
最
も
通
用

し
た
型
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

一
方
、「
し
か
る
を
類
」
以
外
で
は
「
よ
て
」「
し
か
る
あ
い
だ
」
が

多
数
を
占
め
、「
～
あ
い
だ
」「
こ
こ
に
」
等
が
比
較
的
多
用
さ
れ
て
い

る
が
、
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
し
て
い
る
。
な
か
に
は
仮
名
の
多
寡

を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
る
接
続
表
現
も
あ
る
が
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉
に
の

み
使
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
接
続
助
詞
は
〈
仮
名
主
体
文
書
〉
で
使

用
さ
れ
る
傾
向（

（注

（
注

が
あ
る
。
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＜表２＞
仮名の多寡による文書の分類

接続表現の語形 漢字表記例 仮名主
体文書

仮名半
分文書

漢字主
体文書

漢字専
用文書

文書数
合計

しかるを・しかるに・
しかれば・しかれども

而、然、而を、然を、然者、
而者、然而、而然 127 37 136 253 553

（合計文書数に占める率）（50%）（62%）（60%）（60%）（57%）
よて 仍、依、仍而 25 9 18 55 107

しかるあいだ しかる間、而間、而之間、然
間 27 4 21 28 80

～あいだ 間 23 3 7 6 39
ここに 爰 3 2 5 27 37
～によて・～により 依 11 0 3 10 24
しかりといえども 雖而、雖然 1 2 9 6 18
～といえども 雖 3 1 4 4 12
ただし 但 4 0 5 1 10
～ところに 処ニ 5 0 1 0 6
～を 6 0 0 0 6
～うえは 上者、之上、之上者 1 0 2 2 5
～ば 者 3 1 0 1 5
いまにおいては 於今者、於于今者 1 0 0 4 5
これによて 依之 0 0 0 5 5
しかればすなわち 然則 1 0 2 1 4
～ども 2 0 0 0 2
かつは 且 0 0 1 1 2
したがいて 随而 0 0 1 1 2
～が 1 0 0 0 1
～について 1 0 0 0 1
～ほどに 1 0 0 0 1
いま 今 0 0 0 1 1
いままた 今又 0 0 1 0 1
ここにより 因茲 0 0 0 1 1
しかるうえは しかる上ハ 1 0 0 0 1
しかるところに 然所 0 0 0 1 1
しかるによりて 1 0 0 0 1
すなわち 乃 0 0 0 1 1
それを 1 0 0 0 1
ゆえに 故 0 0 1 0 1
複数の接続詞を使用 4 1 10 23 38
合計文書数 253 60 227 432 972
＊「接続表現の語形」欄は現代仮名遣いで示した。「～」がないのは接続詞、あるのは接続助詞の用法。
＊「漢字表記」欄は、漢字表記例がある場合に挙げた。空欄は仮名表記の用例しか存しないもの。
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五　
当
該
定
型
で
「
し
か
る
を
類
」
を
使
用
す
る
仮
名
文
書

「
三
」「
四
」
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

（
１�

）
当
該
定
型
を
使
用
す
る
文
書
は
全
体
で
半
数
程
度
存
す
る
。
文
書

の
仮
名
の
多
寡
で
み
る
と
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
や
〈
漢
字
主
体
文

書
〉
で
は
使
用
率
が
六
割
を
越
え
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉
で
も
四
割

に
上
る
。

（
２�

）
当
該
定
型
を
使
用
し
な
い
文
書
は
、
内
容
上
の
理
由
か
ら
使
用
し

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
少
数
な
が
ら
同
様
の
内
容
を
異

な
る
文
章
で
表
現
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

（
３�

）
当
該
定
型
の
接
続
表
現
は
、
仮
名
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
い
ず
れ
の

文
書
類
で
も
「
し
か
る
を
類
」
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。「
し
か
る

を
類
」
以
外
で
は
様
々
な
接
続
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
仮
名
文
書
と

〈
漢
字
専
用
文
書
〉
で
共
通
す
る
も
の
と
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉
に
の

み
に
見
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。（
２
）
の
う
ち
、
当
該
定
型
を
異
な
る
文
章
で
表
現

し
た
例
や
、（
３
）
の
う
ち
、
仮
名
が
多
い
文
書
類
に
特
色
的
な
接
続
表

現
の
例
は
、
量
的
に
は
少
な
い
が
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書

の
価
値
を
明
確
に
す
る
鍵
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
検
証
し
、
仮

名
文
書
の
特
色
を
当
時
の
古
文
書
な
ら
び
に
他
の
日
本
語
資
料
の
中
に

＜表３＞

語形 「しかるを
類」の表記

仮名主体
文書

仮名半分
文書

漢字主体
文書

漢字専用
文書 合計文書数

下記のいず
れか

而 6 18 105 217 346 377 （68%）
然 1 2 10 18 31

しかるを しかるを 78 11 1 0 90 95 （17%）
しかあるを 1 0 0 0 1
然を 0 1 2 0 3
而を 0 0 1 0 1

しかるに しかるに 29 1 0 0 30 30 （5%）
しかれば しかれは 10 1 0 0 11 37 （7%）

しかあれは 1 0 0 0 1
然者 0 2 10 11 23
而者 0 0 0 2 2

しかれども しかれとも 1 0 0 0 1 14 （3%）
然而 0 1 6 5 12
而然 0 0 1 0 1
合計文書数 127 37 136 253 553 （100%）

＊〈「しかるを類」の表記〉欄の仮名は平仮名にし、「お」は「を」に統一した。



― 8 ―

位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
量
的
に
多
い
部
分
、
つ
ま
り
仮
名
文
書
に
も

〈
漢
字
専
用
文
書
〉
に
も
共
通
す
る
譲
状
の
典
型
的
な
文
章
に
つ
い
て
の

検
討
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

譲
状
の
要
件
で
あ
る
譲
与
文
言
の
記
載
に
通
用
の
文
章
の
型
が
あ
れ

ば
、
書
き
手
が
従
お
う
と
指
向
す
る
の
は
当
然
と
思
え
る
。
明
確
に
し

た
い
の
は
、
仮
名
文
書
の
書
き
手
が
型
に
従
お
う
と
指
向
し
て
、
実
際

に
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
同
様
の
文
章
表
現
を
実
現
し
得
て
い
る
か
、

そ
こ
に
仮
名
文
書
な
ら
で
は
の
特
色
が
看
取
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
で
あ

る
。そ

こ
で
、「
五
」
で
は
、
最
も
通
用
し
た
接
続
表
現
「
し
か
る
を
類
」

を
用
い
る
当
該
定
型
に
つ
い
て
、
仮
名
文
書
と
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
の

文
章
を
比
較
し
、
そ
の
共
通
性
と
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

五
の
一　
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
の
共
通
性

「
し
か
る
を
類
」
を
用
い
る
当
該
定
型
の
文
章
表
現
に
つ
い
て
、
仮
名

文
書
と
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
多
く
が
語
彙
、

語
法
、
文
の
構
成
等
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。〈
漢
字

専
用
文
書
〉
と
共
通
す
る
仮
名
文
書
は
〈
漢
字
主
体
文
書
〉
に
最
も
多

い
が
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉〈
仮
名
半
分
文
書
〉
で
も
八
割
程
度
の
文
書

は
一
見
し
て
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
同
様
の
文
章
だ
と
判
断
で
き
る
。

次
の
⑦
～
⑩
は
〈
仮
名
主
体
文
書
〉
の
例
、
⑪
は
〈
仮
名
半
分
文
書
〉

の
例
、
⑫
は
〈
漢
字
主
体
文
書
〉
の
例
で
あ
り
、
⑬
～
⑮
は
〈
漢
字
専

用
文
書
〉
の
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
用
字
以
外
に
大
き
な
差
異
は
見

出
し
が
た
い
。
語
彙
、
語
法
、
文
の
構
成
は
、
当
該
定
型
の
文
章
で
よ

く
用
い
ら
れ
る
典
型
的
な
も
の
で
あ
る（

（注

（
注

。

⑦�

か
の
と
こ
ろ
は
、
重
政
か
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
し
り
や
う
な
り
。

【
し
か
る
を
】、
ま
つ
ゝ
る
か
は
ゝ
に
、
後
家
分
と
し
て
ゆ
つ
り
わ
た

す
と
こ
ろ
実
な
り
。

〈�

弘
安
四
（
一
二
八
一
）
年
四
月
一
五
日　

平
重
政
所
領
譲
状　

肥
前

深
江
家
文
書　

一
九
巻
一
四
二
九
二
号
一
八
〇
頁　

写
真
〉

⑧�

右
、
件
て
ん
ち
ハ
、
き
よ
ハ
ら
の
う
ち
の
女
さ
う
て
ん
の
し
り
や
う

也
。【
し
か
る
に
】
ほ
ん
け
ん
を
あ
い
く
し
て
、
し
そ
く
と
く
す
丸

に
、
ゑ
い
た
い
を
か
き
り
て
、
ゆ
つ
り
わ
た
す
所
し
ち
也
。

〈�

建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
二
月
二
日　

清
原
氏
女
譲
状　

東
寺
百
合

文
書
カ　

四
巻
一
九
一
七
号
二
〇
頁　
「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

」〉

⑨�

み
き
か
の
て
ん
ち
ハ
、
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
し
り
や
う
な
り
。【
し

か
れ
ハ
】、
と
う
二
ま
ろ
ニ
、
ゑ
い
た
い
を
か
□
□
て
、
ゆ
つ
り
あ
た

ふ
る
と
こ
ろ
也
。

〈�
正
応
六
（
一
二
九
三
）
年
七
月
二
五
日　

沙
弥
某
譲
状　

長
門
三
浦

家
文
書　

二
四
巻
一
八
二
六
六
号
一
三
頁　

写
真
〉

⑩�

右
、
田
者
、
道
清
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
地
な
り
。【
し
か
れ
と
も
】、
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弘
包
ニ
ゆ
つ
り
あ
た
う
る
と
こ
ろ
な
り
。

〈�
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
二
月
一
九
日　

道
清
田
地
譲
状　

山
城
大

徳
寺
文
書　

三
九
巻
三
〇
九
一
三
号
三
四
五
頁（

（注

（
注

〉

⑪�

右
、
巷
所
者
、
若
松
女
相
伝
之
私
領
也
。【
而
】
し
さ
い
あ
る
に
よ

て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
、
本
券
手
継
を
あ
ひ
そ
へ
て
、
永
代
を
か
き

り
て
、
ゆ
つ
り
た
て
ま
つ
る
所
実
也
。

〈�

正
中
三
（
一
三
二
六
）
年
三
月
一
六
日　

若
松
女
巷
所
譲
状　

東
寺

百
合
文
書
ヱ　

三
八
巻
二
九
四
三
四
号
八
五
頁　
「
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB
」〉

⑫�

□
件
島
者
、
定
西
相
伝
所
領
也
。【
然
者
】、
定
西
与
源
藤
次
持
雖
為

お
ち
を
い
、
於
于
今
者
、
依
相
馮
持
於
嫡
子
、
彼
島
相
副
次
第
之
証

文
等
、
于
永
代
所
譲
与
也
。

〈�

建
保
七
（
一
二
一
九
）
年
六
月
三
日　

沙
弥
定
西
譲
状
案　

肥
前
青

方
文
書　

四
巻
二
四
九
八
号
三
二
九
頁　

写
真
〉

⑬�

右
、
地
者
、
沙
弥
蓮
阿
重
代
相
伝
私
領
地
。【
而
】
依
有
由
緒
、
相
副

代
々
手
継
証
文
等
十
四
通
、
所
奉
譲
于
源
氏
女
法
名

円
祐
実
也
。

〈�

正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
三
月
六
日　

蓮
阿
譲
状　

九
条
家
文
書　

三
三
巻
二
五
四
四
四
号
一
三
五
頁　

写
真
〉

⑭�

右
、
件
庄
者
、
承
久
勲
功
所
也
。【
然
者
】
依
為
嫡
子
、
相
副
御
下
知

状
并
両
守
殿
御
文
、
所
譲
渡
時
俊
実
正
也
。

〈�

宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
一
二
月
二
一
日　

深
念
（
山
内
宗
俊
）
譲

状　

長
門
山
内
首
藤
文
書　

一
〇
巻
七
〇
一
九
号
四
八
頁　

写
真
〉

⑮�

右
、
両
保
者
、
重
代
相
伝
領
掌
年
尚
。【
然
而
】
辻
太
郎
家
仲
相
具
次

第
調
度
文
書
等
、
所
譲
与
実
也
。

〈�

嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
五
月
八
日　

雲
厳
譲
状
案　

東
寺
百
合
文

書
ア　

五
巻
三
四
九
一
号
四
〇
四
頁　
「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

」〉

五
の
二　
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
の
差
異
―
文
の
不
整
備
―

一
方
、〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
は
異
な
る
仮
名
文
書
も
存
す
る
。
そ
の

相
違
は
、
一
つ
は
文
の
構
成
、
今
一
つ
は
使
用
語
彙
に
お
い
て
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
語
彙
に
つ
い
て
は
当
該
定
型
以
外
の
部
分
も

含
め
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
譲
与
文

言
に
お
い
て
最
も
通
用
し
た
文
章
の
型
に
お
け
る
両
者
の
相
違
と
し
て
、

仮
名
文
書
に
お
け
る
文
章
の
不
整
備
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

仮
名
文
書
の
当
該
定
型
の
文
章
に
は
、
語
の
誤
用
が
あ
っ
て
文
が
う

ま
く
整
合
し
な
い
例
や
、
誤
用
で
は
な
い
が
当
該
定
型
の
通
常
の
表
現

の
よ
う
に
文
章
が
整
っ
て
い
な
い
例
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
〈
漢
字
専
用

文
書
〉
で
は
稀
で
あ
り
、
仮
名
文
書
に
お
い
て
は
〈
仮
名
主
体
文
書
〉

を
中
心
に
用
例
が
多
く
、
仮
名
文
書
の
資
料
性
を
考
え
る
上
で
は
注
目

す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
⑯
⑰
は
接
続
表
現
「
し
か
る
を
類
」
が
機
能
し
て
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な
い
例
で
あ
る
。
⑯
で
は
（
Ａ
）
の
由
緒
部
分
と
（
Ｂ
）
の
譲
与
文
言

の
文
の
間
に
、
譲
渡
理
由
を
入
れ
て
文
を
切
り
、
⑰
は
譲
渡
物
の
内
容

の
説
明
を
入
れ
て
文
を
切
っ
て
い
る
。
と
も
に
「
し
か
る
を
」
と
（
Ｂ
）

の
譲
与
文
言
の
間
に
別
の
事
項
の
説
明
を
挿
入
し
て
分
断
し
、
接
続
詞

「
し
か
る
を
」
が
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て
な
い
。

⑯�

（
Ａ
）
く
た
ん
の
た
は
、
あ
ま
か
さ
う
て
ん
の
た
な
り
。【
し
か
る
を
】、

し
や
う
ふ
つ
ハ
う
は
、
こ
し
や
う
れ
ん
は
う
の
た
め
、
あ
ま
か
た
め
、

か
た
〳
〵
ほ
う
こ
う
の
人
な
り
。
な
に
と
に
て
も
、
近
日
あ
た
り
、

た
て
ま
つ
り
た
け
れ
と
も
か
な
は
す
。（
Ｂ
）
し
た
い
せ
う
も
ん
と
も

あ
ひ
く
し
て
、
な
か
く
ゆ
つ
り
申
す
な
り
。

〈�

弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
八
月
二
日　

尼
に
よ
し
ん
田
地
譲
状　

摂

津
勝
尾
寺
文
書　

一
二
巻
八
七
〇
一
号
九
三
頁　
『
箕
面
市
史　

史

料
編
一　

勝
尾
寺
文
書
』
第
三
四
図
一
六
六
頁
〉

⑰�

右
、（
Ａ
）
こ
の
と
こ
ろ
ハ
、
み
や
う
れ
ん
せ
ん
そ
さ
う
て
ん
の
と
こ

ろ
な
り
。【
し
か
る
を
】、
て
ん
ち
・
や
し
き
の
事
、
て
ん
ち
ハ
い
け

と
七
た
ん
、
や
し
き
ハ
た
う
し
の
こ
と
く
ふ
つ
か
つ
く
り
の
そ
の
た

る
へ
く
候
。（
Ｂ
）
み
や
う
れ
ん
か
こ
な
く
候
ハ
ん
時
ハ
、
そ
う
り
や

う
に
つ
け
ら
れ
候
へ
く
候
。
こ
候
ハ
ん
時
ハ
、
こ
に
た
ふ
へ
く
候
。

〈�

元
徳
三
（
一
三
三
一
）
年
六
月
一
六
日　

深
堀
明
蓮
（
時
綱
）
譲
状

案　

肥
前
深
堀
家
文
書　

四
〇
巻
三
一
四
四
五
号
二
四
九
頁　

写

真
〉

次
の
⑱
は
、（
Ｂ
）
の
文
を
型
ど
お
り
に
結
ば
ず
、
別
の
定
型
表
現
に

続
け
て
一
文
の
ま
と
ま
り
を
失
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば

譲
与
文
言
の
「
ゆ
つ
る
」
で
文
を
切
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
…
う
へ
ハ
」

を
用
い
て
「
し
ん
し
さ
か
い
（
四
至
堺
）
ハ
、
ほ
ん
セ
う
も
ん
（
本
証

文
）
に
ミ
□
（
見
）」
と
い
う
別
の
定
型
表
現（

（注

（
注

を
脈
絡
無
く
続
け
て
い

る
。

⑱�

右
、
件
の
て
ん
ち
・
や
し
き
・
山
や
・
か
か
い
わ
、
ゆ
き
よ
そ
セ
ん

そ
さ
う
て
ん
の
そ
り
や
う
也
。【
し
か
る
を
】、（
Ｂ
）
ち
や
く
し
た
る

あ
い
た
、
く
わ
ん
と
う
御
く
た
し
ふ
ミ
、
た
い
〳
〵
の
ほ
ん
セ
う
も

ん
と
も
に
、
く
に
う
さ
の
も
く
ろ
く
・
て
つ
き
と
も
に
あ
い
そ
へ
て

ゆ
つ
る
う
へ
ハ
、
し
ん
し
さ
か
い
ハ
、
ほ
ん
セ
う
も
ん
に
ミ
□
た
り
。

〈�

元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
九
月
二
七
日　

藤
原
幸
世
譲
状　

肥
前
大

川
文
書　

三
七
巻
二
八
五
三
六
号
六
七
頁（

（注

（
注

〉

次
の
⑲
も
譲
与
文
言
で
結
ば
ず
、
別
の
内
容
を
続
け
る
例
で
あ
る
。

「
な
か
く
ゆ
つ
り
あ
た
ふ
」
で
文
を
終
止
せ
ず
「
う
ゑ
」
を
用
い
て
、「
ひ

と
り
こ
た
る
」「
ゆ
め
〳
〵
た
の
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
」
と
い
う
別

の
内
容
を
続
け
た
た
め
に
〈
譲
り
与
え
る
〉〈
一
人
子
で
あ
る
〉〈
妨
害

を
禁
止
す
る
〉
と
い
う
事
柄
の
意
味
関
係
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。

〈
漢
字
専
用
文
書
〉
の
当
該
定
型
で
は
〈
一
人
子
で
あ
る
〉
由
は
、
⑳
の

よ
う
に
譲
与
の
理
由
と
し
て
記
載
さ
れ
、〈
妨
害
を
禁
止
す
る
由
〉
は
㉑

の
二
重
線
の
よ
う
に
当
該
定
型
の
あ
と
に
、
別
の
文
で
書
き
足
す
の
が
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通
例
で
あ
る
。

⑲�
み
き
、
く
た
ん
の
田
ハ
、
ひ
め
や
さ
か
は
ゝ
こ
せ
ん
の
め
う
あ
み
た

ふ
よ
り
ゆ
つ
り
た
ひ
て
、
く
わ
ん
れ
い
ひ
さ
し
く
、
わ
つ
ら
ゐ
な
き

も
の
な
り
。
百
し
や
う
も
、
ミ
な
〳
〵
し
る
と
こ
ろ
な
り
。【
し
か
る

を
】、（
Ｂ
）
と
ら
ふ
く
ニ
、
な
か
く
ゆ
つ
り
あ
た
ふ
る
う
ゑ
、
ひ
と

り
こ
た
る
う
ゑ
ハ
、
ゆ
め
〳
〵
た
の
さ
ま
た
け
あ
る
へ
か
ら
す
。

〈�

仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
五
月
八
日　

藤
原
ひ
め
や
さ
女
譲
状
案　

白
河
本
東
寺
文
書
一
七
四　

八
巻
六
〇
二
四
号
三
四
九
頁　
「
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

（
（注

（
注

」〉

⑳�

右
、
件
屋
敷
地
少
路
田
者
、
慶
勝
先
祖
相
伝
私
領
也
。【
而
】（
Ｂ
）

依
為
一
子
、
相
副
本
券
文
等
、
所
令
譲
与
于
延
命
丸
也
。

〈�

元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
正
月
二
〇
日　

慶
勝
屋
等
譲
状　

百
巻
本

東
大
寺
文
書
七
七
号　

三
六
巻
二
八
三
一
〇
号
三
二
八
頁　

写
真
〉

㉑�

右
、
件
田
者
、
先
師
定
詮
院
之
所
領
、
敢
無
異
義
。【
而
】（
Ｂ
）
教

深
院
者
、
依
為
彼
弟
子
譲
与
処
也
。
任
先
師
自
筆
支
配
之
状
録
処
也
。

永
為
教
深
院
之
所
領
、
更
不
可
有
他
妨
。

〈�

建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
一
二
月
三
日　

僧
証
鑁
田
地
譲
状　

百
巻

本
東
大
寺
文
書
一
七
号　

二
巻
一
〇
一
六
号
三
二
八
頁　

写
真
〉

次
に
、
誤
用
で
は
な
い
が
、
文
が
う
ま
く
整
っ
て
な
い
例
と
し
て
は
、

次
の
㉒
㉓
や
㉕
が
あ
る
。
㉒
㉓
は
（
Ｂ
）
の
文
中
に
譲
与
に
至
る
理
由

を
述
べ
る
節
を
複
数
挿
入
し
、「
に
よ
（
り
）
て
」
を
繰
り
返
す
例
で
あ

る
。〈
漢
字
専
用
文
書
〉
で
は
、（
Ｂ
）
に
連
用
節
を
多
用
す
る
例
は
少

な
く
、
複
数
用
い
る
場
合
で
も
同
じ
語
の
反
復
は
避
け
て
、
次
の
㉔
の

よ
う
に
「
上
」
や
「
間
」
や
「
依
」
等
、
語
を
変
え
て
記
さ
れ
る
。
㉕

も
同
語
の
繰
り
返
し
の
例
で
、
譲
与
文
言
の
動
詞
「
譲
る
」
が
重
ね
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。（
Ｂ
）
の
文
は
型
ど
お
り
な
ら
「
身
□
□
を
と
わ
丸

ニ
、
本
諸
も
ん
を
あ
い
そ
へ
て
、
ゆ
つ
り
わ
す
処
実
也
。」
と
あ
る
べ
き

で
、
二
重
線
の
「
ゆ
つ
り
」
は
不
要
で
あ
る
。

㉒�

み
き
く
た
ん
の
て
ハ
く
、
い
へ
さ
ね
か
せ
そ
さ
う
て
ん
の
し
□
う
也
。

【
し
か
る
を
】、（
Ｂ
）
い
へ
さ
ね
、
し
ん
し
も
た
ぬ
に
よ
り
て
、
に
ふ

の
わ
う
、
た
ふ
く
た
し
や
う
と
い
へ
と
ん
、
ゐ
さ
く
も
ん
よ
り
け
な

う
し
て
、
ち
や
く
し
に
た
つ
る
に
よ
り
て
、
と
こ
う
の
し
や
う
の
ち

と
う
の
せ
う
く
、
な
ら
ひ
に
、
い
は
ま
ろ
か
み
や
う
て
ん
、
ゆ
つ
わ

た
す
事
し
ち
な
り
。

〈�

正
治
元
（
一
一
九
九
）
年
一
二
月
六
日　

大
神
家
実
譲
状
案　

豊
後

都
甲
家
文
書　

二
巻
一
〇
九
〇
号
三
六
七
頁　

写
真
〉

㉓�

右
、
件
そ
り
や
う
ハ
、
め
う
あ
ミ
た
仏
か
、
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の

そ
り
や
う
也
。【
し
か
る
に
】、（
Ｂ
）
尼
し
つ
し
な
き
に
よ
て
、
く
さ

の
ゝ
こ
け
尼
こ
せ
ん
と
を
や
こ
の
ち
き
り
を
な
す
に
よ
て
、
と
し
こ

ろ
や
う
い
く
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
あ
さ
か
ら
さ
る
う
へ
、
か
つ
ハ
こ
し
や

う
ほ
た
い
を
と
ふ
ら
ハ
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
か
た
め
に
、
ゆ
つ
り
あ
た

う
る
と
こ
ろ
、
し
ち
也
。
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〈�
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
正
月
一
二
日　

尼
め
う
あ
ミ
た
仏
ゆ
つ
り

状　

筑
前
宗
像
神
社
文
書　

一
六
巻
一
二
二
〇
二
号
一
九
八
頁　

『
宗
像
大
社
文
書　

第
一
巻　

影
印
本
』
六
六
号
七
九
頁
〉

㉔�

右
、
所
職
者
、
自
良
喜
律
師
至
猷
全
六
代
相
伝
敢
無
相
違
。【
而
】

（
Ｂ
）
今
為
病
体
上
、
有
待
身
難
期
旦
暮
間
、
為
先
師
遺
跡
、
依
有
同

朋
之
好
、
兼
所
申
置
智
円
法
印
也
。

〈�

正
慶
二
（
一
三
三
三
）
年
閏
二
月
一
五
日　

猷
全
譲
状　

相
模
相
承

院
文
書　

四
一
巻
三
二
〇
一
六
号
二
〇
〇
頁
〉

㉕�

是
ハ
、
沙
弥
浄
蓮
か
千
尊
相
て
ん
の
し
り
や
う
也
。【
し
か
る
に
】、

（
Ｂ
）
身
□
□
を
と
わ
丸
ニ
ゆ
つ
り
、
本
諸
も
ん
を
あ
い
そ
へ
て
、
ゆ

つ
り
わ
す
処
実
也
。

〈�

永
仁
五
（
一
二
九
七
）
年
六
月
二
五
日　

浄
蓮
田
地
譲
状
案　

東
寺

百
合
文
書
シ　

二
五
巻
一
九
四
〇
六
号
三
九
三
頁　
「
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

」（
（注

（
注

〉

こ
れ
ら
は
、
当
該
定
型
に
従
お
う
と
指
向
し
つ
つ
も
、
そ
う
な
ら
な

か
っ
た
事
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
書
き
手
の
文
書
作
成

の
不
慣
れ
や
、
用
語
の
理
解
不
足
が
あ
る
と
思
う
が
、
注
意
す
べ
き
は

定
型
を
ど
の
よ
う
に
外
れ
た
か
で
あ
る
。
上
記
の
例
は
い
ず
れ
も
、
文

の
途
中
や
末
尾
に
お
け
る
不
用
意
な
事
柄
の
付
加
に
よ
っ
て
通
用
の
文

章
の
型
を
外
れ
て
い
る
。
⑯
⑰
で
は
、「
し
か
る
を
」
と
譲
与
文
言
の
間

に
別
の
事
項
の
説
明
を
挿
入
し
た
た
め
に
「
し
か
る
を
」
が
本
来
の
機

能
を
果
た
さ
な
く
な
り
、
⑱
⑲
で
は
、
譲
与
文
言
で
結
ば
ず
、
別
の
内

容
を
付
加
し
た
た
め
に
事
柄
の
意
味
関
係
が
不
明
瞭
に
な
り
、
㉒
㉓
で

は
、
連
用
節
を
同
じ
「
に
よ
（
り
）
て
」
で
繰
り
返
し
て
付
加
し
、
㉕

で
は
「
ゆ
つ
り
わ
す
処
実
也
」
で
結
ぶ
文
に
動
詞
「
譲
る
」
を
二
重
に

付
加
し
た
た
め
に
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
の
よ
う
に
論
理
関
係
が
す
っ
き

り
と
し
た
型
ど
お
り
の
譲
与
の
表
現
と
な
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
例

も
、
付
加
さ
れ
る
の
は
譲
与
の
理
由
や
範
囲
、
妨
害
の
禁
止
等
、
書
き

手
が
譲
与
に
関
し
て
伝
え
た
い
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
そ
れ
が
通
用
の

型
の
中
に
、
不
用
意
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

五
の
三　
「
し
か
る
を
類
」を
使
う
当
該
定
型
か
ら
見
た
仮
名
文
書
の
特
色

譲
与
文
言
の
記
載
は
譲
状
の
必
須
の
要
件
で
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分

は
特
に
通
用
の
定
型
的
な
表
現
の
型
に
従
う
傾
向
が
強
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、「
し
か
る
を
類
」
を
使
う
当
該
定
型
の
調
査
で
は
、
は
た
し

て
多
く
の
仮
名
文
書
に
お
い
て
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
同
様
の
型
ど
お

り
の
表
現
が
実
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仮
名
文
書
に
お
い

て
も
古
文
書
と
し
て
の
文
章
の
型
に
従
お
う
と
す
る
書
き
手
の
指
向
が

あ
り
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る（

（注

（
注

。

し
か
し
、
一
方
で
、
そ
れ
を
実
現
し
得
て
な
い
仮
名
文
書
が
〈
仮
名

主
体
文
書
〉
を
中
心
に
看
取
さ
れ
、
そ
の
相
違
と
し
て
、
文
章
の
不
整

備
―
具
体
的
に
は
、
文
を
述
語
に
向
け
て
す
っ
き
り
と
集
約
せ
ず
、
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繰
り
返
し
や
、
挿
入
や
追
加
を
用
意
な
く
行
う
傾
向
―
が
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
。
こ
れ
は
口
頭
言
語
に
よ
く
見
ら
れ
る
性
質
で
あ
る
。

以
前
よ
り
指
摘（

（注

（
注

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仮
名
文
書
は
仮
名
で
あ
れ
ば

読
め
る
（
書
け
る
）
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
譲
状
は
日
常

的
に
は
文
章
を
書
か
な
い
人
で
も
自
筆
で
書
き
残
す
こ
と
が
多
い
。
上

記
の
用
例
の
書
き
手
は
在
地
の
領
主
や
女
性
た
ち
で
あ
り
、
当
該
定
型

の
用
語
へ
の
十
分
な
理
解
が
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
こ
に
、
当

該
定
型
に
拠
ろ
う
と
し
つ
つ
も
、
文
章
の
不
整
備
が
起
こ
り
、
上
記
の

よ
う
な
口
頭
語
的
な
表
現
法
が
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

定
型
に
拠
る
傾
向
が
強
い
譲
与
文
言
の
部
分
で
あ
る
だ
け
に
、
意
図
的

に
型
と
異
な
る
表
現
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
日
常
に
書
き
手
が
使
用

し
て
い
る
表
現
法
が
無
意
識
に
混
入
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
。

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ａ
）
で
は
、
仮
名
文
書
の
譲
状
に
は
、
動
詞

述
語
を
用
い
て
、
書
き
手
を
主
語
（
行
為
者
）
と
し
て
、
書
き
手
の
立

場
か
ら
、
具
体
的
、
個
別
的
な
動
作
と
し
て
述
べ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
そ
こ
に
日
常
生
活
の
会
話
で
の
表
現
と
の
共
通
性
を
指
摘（

（注

（
注

し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
当
該
定
型
に
表
れ
た
文
章
の
不
整
備
も
、

同
様
に
日
常
の
口
頭
語
で
の
表
現
法
が
、
通
用
の
型
に
入
り
込
ん
だ
事

例
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

六　
ま
と
め
と
課
題

譲
状
の
譲
与
文
言
記
載
の
際
の
定
型
的
文
章
の
う
ち
、
広
く
通
用
し

た
「
し
か
る
を
類
」
を
使
う
型
を
対
象
と
し
て
仮
名
文
書
の
表
現
の
特

色
を
検
討
し
た
。
当
該
部
分
は
譲
状
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
だ
け
に
、

仮
名
文
書
に
お
い
て
も
〈
漢
字
専
用
文
書
〉
と
同
様
の
型
ど
お
り
の
文

章
で
記
載
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
た
だ
し
、
一
部
の
仮
名
文
書
、

と
く
に
〈
仮
名
主
体
文
書
〉
を
中
心
に
、
通
用
の
型
に
は
無
い
表
現
法

が
看
取
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
口
頭
語
で
の
表
現
と
共
通
し
て
い
る
こ

と
等
を
指
摘
し
た
。
続
稿
で
は
、「
し
か
る
を
類
」
以
外
の
当
該
定
型
の

表
現
や
、
当
該
定
型
以
外
の
表
現
を
す
る
仮
名
文
書
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

今
回
は
、
同
じ
文
章
で
書
か
れ
る
べ
き
部
分
に
着
目
し
て
比
較
・
検

討
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
仮
名
文
書
の
傾
向
を
念
頭

に
、
文
書
の
全
文
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
譲
状
の

全
文
を
み
る
と
、
書
き
手
の
属
す
る
社
会
や
譲
与
対
象
物
に
よ
っ
て
も

文
章
に
差
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
個
人
の
土
地
や
家
地
の
譲
状
は

文
章
が
短
く
語
彙
量
も
少
な
い
の
に
比
べ
、
寺
院
関
係
の
職
等
の
譲
状

は
由
緒
を
長
く
記
し
、
語
彙
も
前
者
と
異
な
る
。
摂
関
家
や
皇
室
関
係

の
女
性
の
譲
状
は
、〈
仮
名
主
体
文
書
〉
の
な
か
で
も
、
い
わ
ゆ
る
和
文
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の
消
息
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
仮
名
の
多
寡
に
よ
る
比
較
に

加
え
、
書
き
手
や
用
途
等
に
よ
る
比
較
も
重
ね
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
諸

ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
資
料
と
も
比
較
を
行
い
つ
つ
、
仮
名
文
書
の
資
料
性

を
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

注

注
１	

本
稿
で
い
う
仮
名
文
書
と
は
、
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
こ
と

で
あ
る
。
仮
名
文
書
の
定
義
に
つ
い
て
は
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
の

「
仮
名
文
書
」
の
項
を
参
照
。
仮
名
文
書
を
日
本
語
史
資
料
と
し
て
研
究

す
る
こ
と
の
意
義
、
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
書
に
着
目
す
る
理
由
等
に
つ
い

て
は
辛
島
美
絵
（
二
〇
〇
三
）（
二
〇
一
〇
）
他
参
照
。
な
お
、
本
稿
は

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ａ
）
他
に
お
け
る
仮
名
文
書
の
文
体
研
究
に
続
く

も
の
で
あ
る
。

注
２	

こ
の
分
類
は
、
正
確
な
文
字
数
や
語
の
数
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
一

見
し
て
仮
名
主
体
に
見
え
る
文
書
を
〈
仮
名
主
体
文
書
〉、
漢
字
主
体
に

見
え
る
文
書
を
〈
漢
字
主
体
文
書
〉、
仮
名
と
漢
字
の
ど
ち
ら
が
多
い
か

一
見
し
て
判
別
で
き
な
い
文
書
を
〈
仮
名
半
分
文
書
〉
と
す
る
お
お
ま
な

か
も
の
で
あ
る
。
分
類
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
一
）

参
照
。

注
３	

譲
状
は
「
所
領
・
資
材
な
ど
の
財
産
等
を
譲
渡
す
る
と
き
に
、
譲
渡
者
が

作
成
し
て
被
譲
渡
者
に
与
え
る
文
書
」
で
あ
り
、
記
載
内
容
に
は
譲
与
対

象
物
、
譲
与
文
言
、
日
付
、
差
出
書
の
四
点
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
譲
与
文
言
は
「
特
定
の
財
産
等
を
譲
与
す
る
意
思
を
相
手
方
に
あ

て
て
表
示
す
る
文
言
」
で
あ
る
（
以
上
、
佐
藤
進
一
（
一
九
九
七
）
二
四

六
頁
、
二
五
三
頁
参
照
）。
譲
与
文
言
と
譲
状
の
関
係
に
つ
い
て
は
小
瀬

玄
士
（
二
〇
一
二
）
他
参
照
。

注
４	

辛
島
美
絵
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。

注
５	

本
稿
の
用
例
は
②
③
以
外
は
『CD

-RO
M

版　

鎌
倉
遺
文
』
に
よ
る
が
、

適
宜
句
読
点
等
を
付
し
、
原
本
の
写
真
と
表
記
が
異
な
る
場
合
は
写
真
に

よ
っ
て
改
め
た
。〈　

〉
内
に
は
、『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
所
載
の
年

月
日
、
文
書
名
、
伝
来
の
文
書
群
名
、
巻
号
頁
を
挙
げ
、
末
尾
に
写
真
が

参
照
で
き
る
文
献
やw

eb

サ
イ
ト
を
挙
げ
、
筆
者
が
収
集
し
た
原
本
の
写

真
に
拠
っ
て
表
記
を
確
認
し
た
場
合
に
は
「
写
真
」
と
記
し
た
。
末
尾
に

こ
の
記
載
が
無
い
の
は
表
記
未
確
認
の
例
で
あ
る
。

注
６	

古
文
書
学
で
は
「
譲
二
渡
何
某
一
」
の
よ
う
に
「
譲
」
や
「
処
分
」
を
使
用

し
た
文
言
を
譲
与
文
言
と
い
い
、「
某
可
二
相
伝
領
掌
一
也
」「
某
可
二
知
行
一

也
」
な
ど
は
譲
与
文
言
に
は
含
め
な
い
（
佐
藤
進
一
（
一
九
九
七
）
二
五

三
頁
）
が
、
本
稿
で
は
同
じ
文
章
の
型
で
使
用
さ
れ
る
「
譲
る
」
の
類
義

語
も
含
め
て
調
査
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
類
義
語
の
例
は
少
数
（
全
体
の

二
％
程
度
）
で
あ
る
。

注
７	

『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
に
は
、
写
本
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
文
書
名
に

異
説
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
原
本
の
表
記
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
等
は
踏
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
表
現
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
た
だ
し
、
該
当
部
分
に
欠
損

の
あ
る
文
書
や
重
複
採
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
除
外
し
た
。

注
８	

元
亨
三
年
以
降
の
用
例
一
覧
は
別
稿
に
て
公
開
予
定
で
あ
る
。

注
９	

〈
表
２
〉
の
下
部
の
「
複
数
の
接
続
詞
を
使
用
」
欄
は
、
通
常
一
つ
の
文

で
記
さ
れ
る
（
Ｂ
）
の
譲
与
文
言
の
文
が
、「
而
」「
仍
」
他
の
複
数
の
接

続
詞
に
よ
っ
て
複
数
の
文
に
分
割
し
て
記
さ
れ
た
例
を
ま
と
め
て
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

注
10	

〈
表
３
〉
で
特
に
用
例
数
が
多
い
表
記
は
、
漢
字
は
「
而
」、
仮
名
は
「
し

か
る
を
」「
し
か
る
に
」
で
あ
る
。「
而
」
は
〈
漢
字
専
用
文
書
〉〈
漢
字
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主
体
文
書
〉
で
多
用
さ
れ
、「
し
か
る
を
」「
し
か
る
に
」
は
〈
仮
名
主
体

文
書
〉
に
多
い
（
網
掛
け
の
欄
参
照
）。

注
11	
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ｂ
）（
二
〇
二
〇
ａ
）（
二
〇
二
〇
ｂ
）
に
掲
載
し

た
各
用
例
の
伝
来
の
文
書
群
名
参
照
。

注
12	

大
川
孔
明
（
二
〇
二
〇
）
は
和
漢
の
対
立
と
文
連
接
法
が
文
体
的
に
関
係

し
て
お
り
、
典
型
的
和
文
の
文
体
的
特
徴
が
接
続
助
詞
に
現
れ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
多
数
の
資
料
か
ら
文
体
類
型
を
捉
え
た
右
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

〈
仮
名
主
体
文
書
〉
が
当
該
定
型
で
接
続
助
詞
を
使
用
す
る
こ
と
の
意
味

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注
13	

用
例
⑦
以
降
は
譲
状
中
の
関
係
部
分
の
み
掲
載
す
る
。

注
14	

原
本
の
表
記
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本

は
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ

タ
ロ
グ
」
か
ら
閲
覧
可
能
。

注
15	

土
地
の
範
囲
を
示
す
際
に
、
譲
状
や
売
券
ほ
か
種
々
の
古
文
書
で
使
用
さ

れ
る
定
型
的
表
現
で
あ
る
。
譲
状
で
は
冒
頭
の
事
書
に
続
く
所
在
地
明
示

の
部
分
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
が
、
本
文
中
で
使
用
さ
れ
る
場
合
で
も
通
常

は
「
…
永
代
至
直
満
之
子
々
孫
々
譲
与
畢
。
坪
付
四
至
境
事
者
、
本
譲

見
。」〈
元
徳
三
（
一
三
三
一
）
年
三
月
五
日　

熊
谷
直
勝
譲
状　

熊
谷
家

文
書　

四
〇
巻
三
一
三
七
六
号
二
〇
四
頁　

写
真
〉
の
よ
う
に
当
該
定
型

と
は
別
の
文
で
使
用
さ
れ
る
。

注
16	

原
本
の
表
記
は
未
確
認
。
最
初
の
文
に
「
…
ゆ
き
よ
そ
セ
ん
そ
さ
う
て
ん

の
そ
り
や
う
也
。」
と
あ
る
「
そ
」
は
『
九
州
史
料
叢
書
二
八　

小
鹿
嶋

文
書
・
大
川
文
書
・
斑
嶋
文
書
』
で
は
「
か
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

注
17	

本
文
書
の
も
と
で
あ
る
東
寺
百
合
文
書
チ
の
「
ふ
ち
わ
ら
の
ひ
め
や
さ
女

田
地
譲
状
案
」
に
つ
い
て
「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文

書W
EB

」
の
写
真
を
確
認
し
た
。
白
河
本
と
東
寺
百
合
文
書
の
対
照
に

つ
い
て
は
早
大
院
中
世
史
ゼ
ミ
（
一
九
九
八
）
参
照
。

注
18	

㉕
と
同
じ
内
容
の
譲
状
案
が
「
東
寺
百
合
文
書
」
ヘ
函
に
二
通
残
っ
て
お

り
、
一
通
は
「
身
お
て
を
と
わ
丸
ニ
ゆ
つ
り
わ
す
ニ
処
実
也
。」（「
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

」
ヘ
函
一
二－

五
）
と

あ
っ
て
「
ゆ
つ
り
」
の
重
複
は
な
い
が
、
も
う
一
通
は
「
身
地
を
を
と
わ

丸
ニ
ゆ
つ
り
、
本
諸
も
ん
を
あ
い
そ
へ
て
、
ゆ
つ
り
わ
す
処
実
也
。」（
同

右
、
ヘ
函
一
三－

一
）
の
よ
う
に
「
ゆ
つ
り
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

波
線
の
「
お
て
」「
地
を
」
の
部
分
は
各
文
書
で
表
記
が
異
な
る
。

注
19	

田
中
草
大
（
二
〇
一
九
）
で
は
変
体
漢
文
の
形
成
を
論
じ
る
際
、
仮
名
書

き
の
文
書
と
、
そ
れ
を
変
体
漢
文
に
書
き
換
え
た
文
書
と
で
比
較
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
裁
許
状
で
引
用
さ
れ
る
よ
う
な
文
書
（
譲
状
・

置
文
な
ど
）
は
「
本
来
は
変
体
漢
文
と
い
う
在
り
方
を
標
準
と
す
る
文
章

だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
仮
名
で
あ
っ
て
も
変
体
漢
文
の
よ
う
な
言

葉
で
書
く
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。」（
三
二
六
頁
）
と
述
べ
て

お
り
、
首
肯
さ
れ
る
。

注
20	

網
野
善
彦
（
一
九
九
〇
）「
第
五
章　

日
本
の
文
字
社
会
の
特
質
」
他
参

照
。

注
21	

仮
名
文
書
の
表
現
の
個
別
性
や
具
体
性
は
、
辛
島
美
絵
（
二
〇
一
四
）
で

「
べ
か
ら
ず
」
の
用
法
を
検
討
し
た
際
に
も
見
ら
れ
た
特
色
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

（
研
究
書
・
論
文
）

網
野
善
彦
（
一
九
九
〇
）『
日
本
論
の
視
座
―
列
島
の
社
会
と
国
家
』
小
学
館

大
川
孔
明
（
二
〇
二
〇
）「
文
連
接
法
か
ら
見
た
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品
の

文
体
類
型
」『
日
本
語
の
研
究
』
一
六
巻
二
号

小
瀬
玄
士
（
二
〇
一
二
）「
鎌
倉
幕
府
の
財
産
相
続
法
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
一
巻

七
号
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辛
島
美
絵
（
二
〇
〇
三
）『
仮
名
文
書
の
国
語
学
的
研
究
』
清
文
堂
出
版

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
〇
）『
古
代
の
〈
け
し
き
〉
の
研
究
―
古
文
書
の
資
料
性
と

語
の
用
法
―
』
清
文
堂
出
版

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
一
）「
仮
名
文
書
の
資
料
性
―
奉
書
を
め
ぐ
っ
て
（
序
）

―
」『
興
風
』
二
三
号
（
興
風
談
所
設
立
三
〇
周
年
記
念
特
集
号
）

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
四
）「
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
―
仮
名
文
書
と

『
徒
然
草
』」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
五
七
号

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ａ
）「
仮
名
文
書
の
文
体
―
譲
状
の
場
合
―
」
全
国
大

学
国
語
国
文
学
会
『
文
学
・
語
学
』
二
二
六
号

辛
島
美
絵
（
二
〇
一
九
ｂ
）「
仮
名
文
書
の
文
体
―
譲
与
文
言
に
お
け
る
接
続
形

式
の
分
類
―
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
七
三
・
七
四
合
併

号

辛
島
美
絵
（
二
〇
二
〇
ａ
）「
仮
名
文
書
の
文
体
―
譲
与
文
言
に
お
け
る
接
続
形

式
の
分
類
（
２
）
―
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
七
五
号

辛
島
美
絵
（
二
〇
二
〇
ｂ
）「
仮
名
文
書
の
文
体
―
譲
与
文
言
に
お
け
る
接
続
形

式
の
分
類
（
３
）
―
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
七
六
号

佐
藤
進
一
（
一
九
九
七
）『
新
版　

古
文
書
学
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局

早
大
院
中
世
史
ゼ
ミ
（
一
九
九
八
）「『
鎌
倉
遺
文
』
所
収
「
東
寺
文
書
白
河
本
」

と
「
東
寺
百
合
文
書
」
対
照
編
年
目
録
」『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
創
刊
号

田
中
草
大
（
二
〇
一
九
）『
平
安
時
代
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
研
究
』
勉
誠
出
版

（
事
典
・
資
料
集
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

『
鎌
倉
遺
文　

古
文
書
編
』
竹
内
理
三
編　

東
京
堂
出
版　

一
～
四
二
巻　

一
九

七
一
～
一
九
九
一
年　

補
遺
一
～
四
巻　

一
九
九
四
～
一
九
九
五
年

『CD
-RO

M

版　

鎌
倉
遺
文
』
竹
内
理
三
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編　

東
京
堂

出
版　

二
〇
〇
八
年

『
九
州
史
料
叢
書
二
八　

小
鹿
嶋
文
書
・
大
川
文
書
・
斑
嶋
文
書
』
九
州
史
料
刊

行
会　

一
九
六
〇
年

「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

東
寺
百
合
文
書W

EB

」http://hyakugo.pref.
kyoto.lg.jp/

『
続
群
書
類
従
』
第
一
一
輯 

下　

公
事
部
・
装
束
部　

塙
保
己
一
編　

補
・
太
田

藤
四
郎　

訂
正
三
版　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
八
八
年

「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」

https://w
w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
飛
田
良
文
他
編　

明
治
書
院　

二
〇
〇
七
年

『
箕
面
市
史　

史
料
編
一　

勝
尾
寺
文
書
』
箕
面
市
史
編
集
委
員
会
編　

箕
面
市　

一
九
六
八
年

『
宗
像
大
社
文
書　

第
一
巻　

影
印
本
』
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
員
会
編　

宗

像
大
社
復
興
期
成
会　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
三
年

「
山
形
大
学
附
属
図
書
館　

中
条
家
文
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://w

w
w
.

lib.yam
agata-u.ac.jp/database/nakajo/nakajo.php

【
付
記
】
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP17K

02797

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

古
文
書
原
本
の
写
真
の
閲
覧
・
収
集
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
所
蔵
者
・
機
関

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
ら
し
ま　

み
え
・
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
）




